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寒冷地 における落花生の トンネルマルチ栽培法
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1  1ま  し め  に

青森県における落花生の生産は,ヤ マセ気象が阻害要因

となり,生育期FH3の 気象に大きく影響される。特に,有効

開花期の 7月 及び登熟前期の 8月 の気象要素に著しく左右

され,高温・多照・少雨で安定した収量を示す 1)。

そこで,寒冷地における落花生の生産安定対策として ト

ンネルマルチ栽培に注目して昭和57年 より検討をすすめた。

トンネルマルチ栽浩では作期の前進が可能となり,開花期

を早めるとともに有効な登熟温度を容易に確保できるため
,

気象変動の影響を大きく受けず,生産の高位安定化に極め

て有効であることが明らかとなった。第 1報では トンネル

マルチ栽培における播種適期について報告する。

2試 験 方 法

(1)試験年次 : 昭和57・ 58年

0)供試品種 : タチマサ リ

0)播種期 (月 /日 ): 昭和57年 … 4/17,4/27,
5/4,5/13,5/13*

昭和58年   4/11,4/18,
4/25, 5′ 2,

5/12■

注  *… 慣行のポリマルチ栽培

“

)ト ンネル被覆期間 : 昭和57年 … 播種直後～ 7

月 6日 ,昭和58年 …播種直

後～ 7月 30日

茎葉が トンネルの上面に触れる頃を目安に除去 した。

(5)ト ンネツレ資材 : 003mポ リフィソレム

(0温度管理と開イL率 : 直径10御の換気孔を設置 し,

トンネル内の最高気温が30℃以上にならないように管理 し

た。開孔率 - 5月 上旬09%, 5月 下旬 18%, 6月

上旬26%

“

)栽植様式 : うね幅110",株 間15",条間35昴 2条

1,212株 /α (サ ッソーホーリー9215p10)

0)施肥量 (り /α ): N04,P205152,K2
0128,堆肥100,熔燐 6

●)収穫時期 : 昭和57年 - 9月 27日 ,昭和58年 一

10月 11日

3 結果及び考察

生育期間の播種期別積算温度を表 1,表 2に示 した。 ト

ンネルマルチ栽培における積算温度は,両年次とも償行栽

培に比較して著しく増加し,特に播種から7月 までの積算

温度の増加が顕著であった。また,播種期別では早播ほど

積算温度を確保できた。

表 1 播種期別積算温産 (昭 57)

大粒種の生育期FB5の 所要積算温度は3.300℃ 以上必要で

あるとされている。昭和58年の慣行栽培での播種期から収

穫期までの積算気温は2,627℃ で,約 700℃ 不足 している

が, トンネルマルチ栽培では,4月 25日以前の播種で所要

積算温度に達した。また,発芽の最低温度は12℃ であると

されているが, トンネルマルチ栽培での平均地温12℃ の出

現は,57年が 4月 第 4半旬,58年では 4月 第 3半旬であり,

この時期からの播種が可能であると考えられる。

播種期別生育及び収獲時の諸形質を表 3に示した。出芽は

両年次・各播種期とも良好で,慣行栽培に比べ出芽率が向

上した。 開花期も慣行播種より著しく早まり,播種期別

では早播きほど早かった。一株当り開花数は各播種期とも

慣行栽培より多く,58年では顕著に多かった。特に,早期

からの開花が多 く,有効開花期間と考えられる 6‐ 7月 の

表2 播種期別積算温度 (昭 58)
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表3 播種期別生育と収穫時の諸形質

開花数が怖 子栽培より著しく増加 した。播種期別では57年

では 4月 24日播き,58年では 5月 2日 播きの開花数が最も

多かった。

収穫時の形質は57年では各播種期とも慣行栽培と同等の

生育であったが,低温年の58年では,地上部の生育が著し

く促進され,稔実麦数も慣行栽培より著しく多かった。し

か し,稔実薬数の増加は57年の 4月 17日 播きと58年の 4

月11日 幡きでは,早期開花が多かったにもかかわらず他の

播種期より少なく,過度の早播きでは増加が頭うちになる

傾向が見られた。

4半旬からの播種が可能で,平年では 4月 末までの播種で

所要積算温度を確保できると思われ,2か年の試験から,

子実収量が比較的安定 した 4月 20日 ～ 5月 5日 が播種適期
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図1 播種期別 1日 株当たり開花数 (昭 57)
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子実収量は,気象が比較的良好に経過した57年では,慣

行栽培より11～ 28%増収し,播種期別では稔実葵数が最も

多かった 4月 24日播きが最多収となったが,全体的に収量

レベ′ゆ 高ゞくトンネルマルチ区での処理間差が小さかった。

また,低温年の58年では,4月 18日 ～ 5月 2日 播きが68

～90%増収し安定した収量を得た。しかし,それ以前の播

種では,上実歩合 上実百粒重は優ったものの,前述した

ように稔実葵数の増加力沙 なく増収効果が低下した。また ,

上実歩合 上実百粒重は各播種期とも慣行播種より優り,

とくに,上実百粒重は早播ほど優った。このことは,開花

期が早まったことにより登熟温度を確保できたためと思わ

れる。

以上の結果から, トンネルマルチ栽培では,4月 第 3～

一
――
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当

う

開

花

歎

o4月 17日 播
△4112日 霧
。5月 4日 霧
●5月 13日 播 (慣行 )

o4月 11口 播

△ 4月 13日 播

o4月 25日 播

▲5月 2日 播

x5月 12日 播 (慣行 )

図2 播種期別 1日 株当たり開花数(昭 58)
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